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は
じ
め
に

　

山
田
方
谷
は
、
幕
府
が
「
寛
政
異
学
の
禁（

（
（

」
を
出
し
た
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
か
ら
十
四
年
目
に
あ
た
る
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に

備
中
松
山
藩
領
西
方
村
（
現
岡
山
県
高
梁
市
）
で
生
ま
れ
、
五
歳
か
ら

十
四
歳
ま
で
朱
子
学
者
丸
川
松
隠（

（
（

の
私
塾
に
入
塾
し
朱
子
学
を
学
ん

だ
。
し
か
し
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
京
都
遊
学
中
、
朱
子
学

に
疑
問
を
持
っ
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
三
回
目
の
京
都
遊
学

中
に
『
伝
習
録
』
を
読
ん
で
陽
明
学
と
出
会
っ
た
。
そ
し
て
二
年
後
の

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）、「
陽
朱
陰
王
」
と
呼
ば
れ
る
、
昌
平
黌
の
儒

官
（
総
長
）
佐
藤
一
斎
（
一
七
七
二
―
一
八
五
九
）
の
門
に
入
っ
て
、

陽
明
学
の
神
髄
が
「
誠
意
」
で
あ
る
と
の
確
信
を
持
つ
に
至
っ
た
。
晩

年
、
方
谷
は
人
材
育
成
に
生
涯
を
捧
げ
て
弟
子
達
に
『
大
学
』、『
孟
子
』

の
「
養
気
章
」、『
論
語
』、『
中
庸
』
の
い
わ
ゆ
る
四
書
を
講
義
し
て
い

山
田
方
谷
の
「
誠
意
本
位
」
思
想
に
つ
い
て

高
　
　
　
　
　
偉
　
　
高

た（
（
（

。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
枕
元
に
『
王
陽
明
全
集
』
を
置
い
て

世
を
去
っ
た
。

　

方
谷
の
思
想
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
多
少
の
差
異
が
あ

れ
、全
体
と
し
て
、二
つ
に
論
点
が
分
か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

第
一
は
、
方
谷
の
思
想
を
「
気
学
」、
あ
る
い
は
「
養
気
学
」
と
し
て

把
握
す
る
研
究
で
あ
る
。
松
川
健
二
『
山
田
方
谷
か
ら
三
島
中
洲
』（
明

徳
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
吉
田
公
平
の
『
日
本
近
世
の
心
学
思
想
』

（
研
文
出
版
、二
〇
一
三
年
）な
ど
が
そ
の
代
表
作
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、

方
谷
の
思
想
の
「
誠
意
」
あ
る
い
は
「
誠
」
に
根
拠
を
お
い
た
研
究
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
方
谷
の
弟
子
三
島
中
洲
の
三
男
の
三
島
復
は
方
谷

の
思
想
を
「
学
説
の
帰
す
る
所
亦
誠
の
一
字
に
あ
り
」
と
総
括
し（

（
（

、
野

島
透
が
方
谷
の
思
想
の
趣
旨
を
「
誠
意
中
心
主
義（

（
（

」
と
し
て
と
ら
え
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
主
張
は
、
特
に
野
島
の
場
合
、
方
谷

が
春
日
潜
庵
に
宛
て
た
書
簡（

（
（

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
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示
し
た
、
四
書
の
一
つ
で
あ
る
『
大
学
』
に
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
朱
子
や
王
陽
明
な
ど
の
中
国
近
世
の
儒
学

者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
思
想
を
受
容
し
た
江
戸
期
の
儒
学
者
達
が

新
思
想
を
表
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
大
学
』
は
常
に
そ
の
再
解
釈
が

試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、中
国
の
場
合
に
は
、朱
子
の
『
四

書
章
句
集
注
』
に
お
け
る
「
大
学
章
句
集
注
」
や
王
陽
明
の
『
古
本
大

学
序
』
な
ど
が
あ
り
、
日
本
の
場
合
は
、
山
崎
闇
斎
の
主
著
と
称
せ
ら

れ
る
『
文
会
筆
録
』
に
み
ら
れ
る
『
大
学
』
へ
の
解
釈
で
あ
り
、
日
本

陽
明
学
の
始
祖
と
さ
れ
る
中
江
藤
樹
の
『
大
学
考
』、『
大
学
蒙
注
』、『
大

学
解
』、『
古
本
大
学
全
解
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

儒
学
者
と
し
て
の
山
田
方
谷
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、そ
の
『
大
学
』

の
再
解
釈
を
踏
襲
し
、『
大
学
』
の
経
文
そ
の
も
の
と
、
王
陽
明
が
書

い
た
『
古
本
大
学
序
』
と
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
思
想
表
現
し
た
。
つ
ま

り
『
古
本
大
学
講
義
』
は
、『
大
学
』
に
応
じ
る
講
義
録
で
あ
る
共
に
、

方
谷
の
儒
学
全
体
に
対
す
る
考
え
方
が
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
ま
た
『
大
学
』
に
八
条
目
が
あ
る
が
、
陽
明
学
な
い
し
明
学

に
、
ほ
か
の
条
目
よ
り
誠
意
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
性
格

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
方
谷
が
誠
意
に
重
き
を
置

い
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
は
、
幕
末
期
に
瀬
戸
内
海
の
陽
明
学
者
の
間
に
巻
き
起
こ
っ

た
劉
念
台
の
誠
意
説
旋
風
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う（

（
（

。
新
儒
教
が
修

己
・
治
人
を
二
焦
点
と
す
る
思
惟
構
造
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
す

で
に
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、も
し
こ
の
よ
う
な
思
惟
構
造
を
以
て
、

幕
末
期
の
激
変
に
臨
む
と
す
る
な
ら
ば
、
修
己
よ
り
む
し
ろ
治
人
の
方

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
見
解
は
、
ど
ち
ら
が
最
も
方
谷
の
思
想
の

核
心
に
迫
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
ど
う
関
係
づ
け
ら
れ
る
か
。
方
谷

の
思
想
の
思
惟
構
造
を
究
明
す
る
限
り
、
そ
れ
を
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
ま
ず
、
前
者
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
た
い
。
方

谷
の
思
想
の
原
理
を
「
気
学
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
は
、
彼
の
唯

一
の
著
作
た
る
『
孟
子
養
気
学
或
問
図
解
』
と
、
彼
と
彼
の
弟
子
の
問

答
と
い
う
形
で
成
立
す
る
『
師
門
問
弁
録
』
に
お
い
て
、
彼
自
身
が
表

明
し
た
こ
と
に
根
拠
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
方
谷
の
い
わ
ゆ

る
「
気
学
」
思
想
が
彼
の
思
想
全
体
に
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い

る
の
か
、「
気
学
」
思
想
が
方
谷
の
思
惟
構
造
を
十
分
に
解
明
す
る
キ
ー

ワ
ー
ド
た
り
う
る
の
か
、
と
く
に
、
そ
の
捉
え
方
が
方
谷
の
社
会
的
ま

た
政
治
的
活
動
の
あ
り
方
を
解
釈
で
き
る
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

よ
り
も
む
し
ろ
、
方
谷
の
思
想
の
「
誠
意
」
或
い
は
「
誠
」
に
根
拠
を

お
い
た
方
が
彼
の
思
想
の
真
実
に
迫
り
う
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の

主
た
る
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
儒
学
固
有
の
性
格
に
関
係
が
あ
る
。
仏
教
、
と
く
に
禅
宗

に
造
詣
が
深
い
方
谷
の
思
想
に
お
い
て
仏
教
（
禅
宗
）
的
要
素
が
な
い

わ
け
で
も
な
い
が
、
全
体
と
し
て
そ
れ
を
儒
学
の
範
疇
に
位
置
付
け
る

こ
と
に
無
理
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
の
思
想
が
儒
学
で
あ
る
限
り
、
日

本
儒
学
な
い
し
中
国
儒
学
が
持
つ
普
遍
的
性
格
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
性
格
は
な
に
か
と
い
う
の
は
難
問
で
あ
る
が
、「
正

統
・
異
端
」
論
の
徴
表
で
あ
る
、
修
己
・
治
人
の
二
焦
点
を
緊
密
に
関

連
さ
せ
て
、「
正
統
」
思
想
の
全
体
構
造
の
「
規
模
」
を
有
機
的
に
開
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析
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
の
思
想
を
形
造
る
重
要
な
「
治
国
平
天
下
」
と

い
う
要
素
を
組
み
込
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
次
に

学
問
に
励
む
目
標
を
「
世
の
用
を
な
す
」
と
す
る
方
谷
の
思
想
の
事
功

重
視
と
い
う
特
質
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
。
彼
は
儒
学
を
修
め
る

こ
と
か
ら
社
会
的
ま
た
政
治
的
な
「
治
国
平
天
下
」
に
至
る
ま
で
の
す

べ
て
の
こ
と
は
「
誠
意
」
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
た

め
、
本
稿
は
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
方
谷
の
思
想
を
「
誠
意
本
位
」

思
想
と
し
て
捉
え
た
い
。

　

ま
た
、
方
谷
の
思
想
の
研
究
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
同
時
代
の

丸
川
松
陰
や
佐
藤
一
斎
な
ど
と
の
思
想
を
比
較
す
る
こ
と
は
よ
く
見
ら

れ
る
が
、
彼
の
唯
一
の
著
作
た
る
『
孟
子
養
気
章
或
問
図
解
』
や
、『
古

本
大
学
講
義
』
な
ど
の
儒
学
古
典
講
義
録
の
よ
う
な
注
釈
書
が
大
部
分

を
占
め
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
中
国
儒
学
を
支
え
る
『
大
学
』『
孟
子
』

な
ど
古
典
の
解
釈
を
借
用
す
る
と
い
う
形
で
自
分
の
思
想
を
表
現
し
た

た
め
、
方
谷
の
思
想
の
特
質
を
解
明
す
る
に
は
、
中
国
儒
学
の
思
想
的

立
場
か
ら
方
谷
の
思
想
を
照
射
す
る
こ
と
も
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、『
孟
子
養
気
学
或

問
図
解
』
な
ど
で
は
な
く
、『
古
本
大
学
講
義
』
を
主
な
手
掛
か
り
と

し
て
、
思
想
史
と
中
日
儒
学
比
較
の
視
野
か
ら
、
方
谷
の
「
誠
意
本
位
」

と
い
う
核
心
的
思
想
の
構
成
内
容
と
そ
の
特
質
、
及
び
そ
れ
が
中
国
儒

家
思
想
と
い
か
な
る
関
係
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

先
に
ふ
れ
た
、『
大
学
』
へ
の
再
解
釈
と
は
、『
大
学
』
本
文
を
如
何

に
理
解
し
三
綱
領
（
明
明
徳
・
新
民
・
止
至
善
）
八
条
目
（
格
物
・
致

が
根
本
的
反
省
を
加
え
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、

い
わ
ゆ
る
瀬
戸
内
海
の
陽
明
学
者
た
ち
の
本
領
は
、
逆
に
「
修
己
論
」

に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
激
動
す
る
時
勢
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
に

対
処
す
る
主
体
者
そ
の
も
の
の
自
立
力
を
涵
養
す
る
「
修
己
論
」
に
こ

そ
焦
点
を
す
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
吉
田
公
平
は

指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
そ
の
際
に
彼
ら
の
間
で
論
議
さ
れ
た
の
は
、
満
州
民

族
に
滅
ぼ
さ
れ
た
明
朝
の
敗
北
の
原
因
と
み
な
さ
れ
た
王
陽
明
の
良
知

心
学
で
は
な
く
、
朱
子
・
王
陽
明
の
誠
意
説
に
反
対
し
、
明
王
朝
に
殉

じ
た
明
代
末
期
の
劉
念
台
の
誠
意
説
で
あ
る
（
そ
れ
は
当
時
の
学
者
た

ち
が
王
陽
明
の
思
想
の
立
場
を
完
全
放
棄
し
た
の
を
意
味
し
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
）。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
一
部
の
学
者

の
間
に
劉
念
台
旋
風
を
巻
き
起
す
こ
と
と
な
っ
た
。
備
中
松
山
藩
で
活

躍
し
て
い
た
方
谷
が
そ
の
影
響
を
う
け
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、「
気
学
」
思
想
よ
り
「
誠
意
」
の
方
が
方
谷
の
思
想
の
あ
り

方
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
方
谷
の
思
惟
構
造
の
解
明
を
試
み
よ
う
と
す
る
わ

れ
わ
れ
に
は
、
三
島
復
と
野
島
透
の
見
解
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
な
い
の
で
あ
る
。
両
者
の
見
解
が
、
方
谷
の
思
想
研
究
を
前
進
さ

せ
た
こ
と
は
認
め
る
が
、「
誠
意
」
の
理
論
構
成
と
、
方
谷
の
現
実
的

ま
た
社
会
的
活
動
と
の
相
互
関
係
に
関
す
る
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
、「
誠
意
中
心
主
義
」
は
、
方
谷
の

思
想
の
特
質
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
し
た
が
、
以
下
の
と
こ
ろ
に
疑
問

点
が
残
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、「
誠
意
中
心
主
義
」
は
、
方
谷

の
「
格
物
」、「
致
良
知
」、「
誠
意
」
と
の
相
互
関
係
の
み
に
基
づ
き
分
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ば
鳥
の
飛
び
獣
の
走
り
草
木
と
花
を
開
く
皆
自
然
な
り
、
其
自
然

な
り
に
行
く
を
良
知
良
心
を
云
ふ（

（
（

。

　

方
谷
は
、
意
を
大
虚
よ
り
賦
与
さ
れ
た
「
性
念
」

―
万
物
そ
の
も

の
が
備
わ
っ
て
い
る
も
の
あ
る
い
は
固
有
的
な
も
の

―
と
規
定
し

て
、「
性
念
」
を
意
の
本
体
（
本
来
態
）
と
み
て
い
た
。
誠
を
「
な
に

も
な
き
大
虚
の
処
よ
り
自
然
な
り
に
来
る
も
の
」
と
解
釈
し
た
上
で
、

さ
ら
に
意
の
本
体
（
本
来
態
）
で
あ
る
「
性
念
」
を
誠
意
と
措
定
し
た
。

そ
し
て
、「
性
念
」（
誠
意
）
が
顕
現
し
た
も
の

―
「
性
念
」（
誠
意
）

の
現
実
態
を
「
意
念
」（
知
覚
運
動
）
と
概
念
規
定
し
た
。
そ
の
解
釈

を
通
し
て
、
意
な
い
し
「
誠
意
本
位
」
思
想
に
形
而
上
学
的
基
礎
づ
け

を
与
え
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

意
の
本
来
態
は
誠
意
で
あ
る
が
、
現
実
態
は
、「
然
れ
ど
も
物
の
形

に
落
つ
る
と
是
非
病
を
生
ず
る
も
の
に
て
、
自
然
な
り
に
行
か
ぬ
こ
と

多
し
、
是
は
形
か
ら
病
を
生
ず
る
な
り
。
故
に
形
よ
り
来
る
病
を
と
り

の
ぞ
け
れ
ば
、
本
の
大
虚
自
然
に
反
り
、
即
誠
意
な
り（

（1
（

。」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、「
形
」
の
「
私
欲
」
の
影
響
に
よ
っ
て
、
現
実
的
な
人

間
は
自
然
に
「
行
く
」
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
「
病
」（
私
欲
）
を
取
り
除
い
て
「
知
覚
運
動
」
を
自
然
に
感
応
さ

せ
る
こ
と
が
「
誠
意
」
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
本
来
態
で
あ

る
誠
意
に
立
ち
返
る
た
め
に
、
意
を
誠
に
す
る
、
工
夫
と
し
て
の
誠
意

が
要
求
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
、
山
田
方
谷
は
本
体
工
夫
論
と
主

張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
方
谷
が
言
う
「
意
」
に
は
「
性
念
」（
シ
ョ
ウ
ネ
ン
）
と

人
間
の
「
知
覚
運
動
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
人
の
「
形
」（
身

知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
）
を
構
造
と
し
て

ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
方
谷
の
場
合
は
、

「
修
己
」・「
治
人
」
を
焦
点
と
す
る
楕
円
形
の
思
惟
構
造
を
も
っ
て
、

格
物
・
致
知
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
を
誠
意
の
中
に
組
み
込
ん
で
治
国
・

平
天
下
を
一
体
と
化
し
、
八
条
目
を
誠
意
と
治
国
平
天
下
の
二
つ
の
部

分
に
区
切
っ
た
。
そ
し
て
、
誠
意
に
包
含
さ
れ
て
い
た
格
物
と
致
知
を

誠
意
の
両
輪
と
み
て
い
る
。
つ
ま
り
方
谷
が
八
条
目
の
う
ち
、
重
要
事

項
と
し
て
選
ん
だ
の
は
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
治
国
平
天
下
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
把
握
し
た
上
で
、
誠
意
無
善
無
悪
論
、
誠
意
致
知
論
、
誠

意
格
物
論
、
誠
意
治
平
論
か
ら
な
る
「
誠
意
本
位
」
思
想
を
構
築
し
て

き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一　

意
心
関
係
論

　

ま
ず
、「
意
」
と
「
誠
意
」
と
に
つ
い
て
、方
谷
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

意
と
は
性
念
（
シ
ョ
ウ
ネ
ン
）
に
し
て
、
人
は
形
を
結
ぶ
と
共
に

皆
性
念
を
持
て
り
、
其
性
念
は
物
に
触
れ
事
に
応
ず
る
毎
に
、
必

ず
知
覚
運
動
す
る
も
の
な
り
。
其
知
覚
感
応
の
念
を
起
す
処
が
即

意
な
り
。
又
誠
と
は
な
に
も
な
き
大
虚
の
処
よ
り
自
然
な
り
に
来

る
も
の
に
て
、
人
は
其
大
虚
に
立
ち
返
る
を
要
す
。
大
虚
に
て
意

は
い
か
な
る
も
の
と
云
へ
ば
彼
の
日
月
星
辰
の
生
ず
る
始
め
が
意

な
り
。
人
間
に
云
へ
ば
、
物
に
触
れ
感
応
せ
ぬ
前
が
大
虚
に
て
、

其
大
虚
に
感
応
の
物
が
生
じ
て
来
る
は
是
意
な
り
、
意
の
出
づ
る

処
是
を
自
然
と
云
ふ
、
即
造
物
者
の
物
を
造
る
始
め
な
り
。
例
せ
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心
の
出
来
る
処
を
意
と
す
る
説
あ
れ
ど
も
、
是
れ
然
ら
ず
。
凡
て

意
の
発
せ
ぬ
前
に
心
あ
る
可
き
筈
な
し
。
人
に
此
形
あ
り
て
、
能

く
知
覚
運
動
す
る
も
の
は
意
な
り
。
此
意
を
引
き
包
み
て
を
る
も

の
が
即
心
な
り
。
た
と
え
ば
、
一
つ
の
形
を
結
ぶ
前
に
、
何
か
一

物
あ
る
せ
れ
ば
、
此
意
な
り
。
其
が
結
ん
で
形
を
成
し
た
処
は
、

即
心
な
り
。
意
は
心
の
発
と
意
へ
る
説
よ
り
、
大
き
な
間
違
を
生

じ
（
後
略（

（1
（

）。

　

方
谷
は
、形
而
上
学
的
「
意
」（
誠
意
）
と
し
て
の
形
而
下
的
な
「
形
」

を
「
心
」
と
認
め
て
、「
心
」
が
意
（
誠
意
と
知
覚
運
動
）
を
包
ん
で

い
る
と
把
握
し
た
。
こ
の
「
意
」
と
「
心
」
の
関
係
づ
け
は
、
朱
子
・

王
陽
明
を
含
め
た
先
儒
が
「
意
が
心
が
発
動
し
た
も
の
」
と
の
規
定
を

根
本
的
に
否
定
し
、
先
儒
の
思
想
に
お
け
る
形
而
上
的
「
心
」
を
物
理

的「
心
」と
格
下
げ
し
た
。
そ
の
結
果
、も
と
も
と
そ
の
形
而
上
的「
心
」

が
備
わ
る
「
機
能
」
を
「
意
」
に
収
斂
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
方
谷
の
思
想

の
基
盤
で
あ
る
誠
意
そ
の
も
の
に
論
理
的
な
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
意
」
に
関
す
る
考
え
方
は
方
谷
独
自
の
も
の
と

認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
当
時
の
一
部
の

学
者
の
間
で
劉
念
台
の
誠
意
説
が
流
行
し
た
が
、
劉
念
台
は
「
意
」
を

「
心
の
主
宰
」
と
解
釈
し
て
い
た
。
劉
の
考
え
方
と
方
谷
の
そ
れ
の
間

に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
方
谷
の

「
意
」に
関
す
る
認
識
は
劉
の
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
と
認
め
て
も
よ
い
。

　

し
か
し
、
そ
う
考
え
る
と
、
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
た
と
え
ば
、
王
陽
明

の
思
想
に
お
い
て
「
誠
意
説
」
か
ら
「
致
良
知
説
」
へ
の
転
向
が
あ
っ

体
）
が
形
造
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
性
念
」
は
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
（
天
命
謂
之
性
）、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
良
知
良
心
」
で

あ
る
。
そ
の
「
性
念
」
は
物
に
触
れ
事
に
応
ず
る
時
に
、
知
覚
し
て
感

応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
知
覚
運
動
」
の
念
を
起
こ
す
そ
の
も
の
が

も
う
一
つ
の
「
意
」
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
「
意
」

は
人
間
の
意
識
活
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
の
形
が
造
ら
れ
る
と
必
ず

病
が
生
ま
れ
る
と
方
谷
は
考
え
て
い
る
。「
形
」
の
「
私
欲
」
の
影
響

に
よ
っ
て
、
人
間
は
自
然
に
「
感
応
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

に
「
知
覚
運
動
」
を
自
然
に
感
応
さ
せ
る
こ
と
が
「
誠
意
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
慎
独
」
な
ど
の
工
夫
を
通
し
て
「
意
」
を
真
実
に
す
る
王

陽
明
の
「
誠
意
」
へ
の
理
解
と
違
っ
て
、
方
谷
が
言
う
「
誠
意
」
に
は

二
つ
の
異
な
る
意
味
が
あ
る
。
第
一
に
、
物
に
触
れ
感
応
し
な
い
前
の

「
意
」、
あ
る
い
は
性
念
が
誠
意
で
、
意
の
本
体
で
あ
る
。
こ
こ
の
誠
意

は
名
詞
で
あ
り
、
意
の
本
体
で
あ
る
。
第
二
に
、
人
の
「
知
覚
運
動
」

が
自
然
な
り
に
に
感
応
で
き
な
い
場
合
、
そ
れ
を
自
然
に
感
応
さ
せ
る

の
は
「
誠
意
」
で
あ
る
。
こ
の
「
誠
意
」
は
動
詞
で
あ
り
、
実
践
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、「
新
儒
教
の
こ
の
儒
教
心
学
の
双
璧

が
朱
子
学
と
陽
明
学
と
い
う
わ
け
で
あ
る（

（1
（

」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
心
」

が
朱
子
学
と
陽
明
学
な
ど
を
含
む
新
儒
学
の
思
惟
構
造
に
重
要
な
位
置

を
占
め
る
が
、
意
を
本
体
と
み
て
い
る
方
谷
が
、
意
と
密
接
に
関
係
す

る
「
心
」
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
ず
、
意
と
云
ふ
も
の
が
、
天
地
万
物
の
大
根
本
と
な
る
に
、
其

奥
に
又
一
の
心
と
い
へ
る
も
の
が
あ
る
如
く
思
は
る
る
を
以
て
、
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す
る
の
か

―
で
あ
る
。
誠
意
を
人
間
の
固
有
す
る
も
の
と
措
定
す
る

山
田
方
谷
は
、
先
儒
が
提
示
し
た
様
々
な
人
性
論
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
か
、
ま
た
、
自
分
の
そ
れ
を
如
何
に
立
論
構
築
し
た
の
か
。

　

中
国
の
思
想
界
に
お
い
て
、
人
性
論
が
本
格
的
に
論
議
さ
れ
た
の
は

孟
子
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
、
孟
子
が
「
性
は
善
で
あ
る
」
と
性
善

説
を
発
明
し
た
が（

（1
（

、そ
れ
に
は
立
論
の
普
遍
的
根
拠
が
な
い
。
近
世（
中

国
）
に
な
る
と
、仏
教
者
の
本
性
論
に
対
峙
す
る
た
め
に
、朱
子
が
『
中

庸
』
の
天
命
説
を
援
用
し
、
孟
子
の
性
善
説
を
補
強
し
普
遍
的
根
拠
を

提
示
し
て
本
性
論
の
正
統
を
認
め
た
。
そ
の
後
、
孟
子
の
性
善
説
は
人

性
論
の
基
調
と
し
て
認
め
ら
れ
、
新
儒
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
圧
倒
的
に

支
持
さ
れ
た
に
至
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
が
、山
田
方
谷
は
こ
の
性
善
説
に
不
満
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。

蓋
古
之
時
。
風
氣
淳
樸
。
人
心
易
直
。
其
善
者
皆
出
於
自
然
之
誠
。

而
悪
者
自
不
能
掩
焉
。
真
善
真
悪
。
判
然
可
見
。
故
學
者
工
夫
。

為
善
去
悪
一
言
而
足
矣
。
世
降
道
微
。
風
氣
驕
濁
。
人
心
險
邪
。

其
悪
者
偽
詐
百
出
。
其
善
者
。
亦
不
本
於
自
然
之
誠
。
而
出
於
構

造
作
為
之
末
。
人
人
心
胸
。
先
畜
藏
一
個
善
。
或
矯
飾
、或
偏
執
。

以
是
己
而
非
人
。
競
爭
求
勝
之
源
。
其
流
之
所
至
。
為
霸
術
、
為

異
端
、
為
色
荏
、
…
…
弊
害
並
起
。
變
化
弗
測
。
道
之
壞
敗
。
世

之
禍
亂
。
未
嘗
不
由
此
。
而
其
人
畢
生
勉
行
。
莫
不
自
執
以
為
善
。

善
悪
之
分
。
混
諸
紛
亂
。
天
下
之
人
。
貿
貿
焉
。
無
知
其
歸
者
。

嗚
呼
善
悪
之
名
一
立
。
孰
知
流
弊
之
甚
其
竟
至
於
此
哉（

（1
（

。

　

右
の
よ
う
に
、
誠
意
を
重
ん
じ
る
山
田
方
谷
は
「
性
善
説
」
を
「
構

造
作
為
」
か
ら
出
る
も
の
と
み
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
「
混
諸
紛

て
も
、
全
体
と
し
て
「
誠
意
」
を
重
要
視
す
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い

こ
と
、「
窮
理
」
を
重
視
す
る
朱
子
学
と
決
別
し
た
王
陽
明
が
「
誠
意
」

に
重
き
を
置
く
『
大
学
古
本
』
そ
の
も
の
を
、
方
谷
が
材
料
と
し
て
理

論
構
築
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
講
義
録
』
の
冒
頭
に
、
自
分
の
『
大
学
』

へ
の
理
解
は
陽
明
の
思
想
を
基
調
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
見
れ
ば
方
谷
が
王
陽
明
の
「
誠

意
」
へ
の
見
解
を
受
容
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
理

解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
方
谷
は
朱
子
・
王
陽
明
を
含
め
た

先
儒
達
の
「
意
が
心
が
発
動
し
た
も
の
」
と
の
規
定
を
根
本
的
に
否
定

し
、
劉
と
同
様
に
、
意
を
根
元
的
存
在
と
み
な
す
、
す
な
わ
ち
「
意
と

云
ふ
も
の
が
、
天
地
万
物
の
大
根
本
と
な
る
に
、
其
奥
に
又
一
の
心
と

い
へ
る
も
の
が
あ
る
如
く
思
は
る
る
を
以
て
、
心
の
出
来
る
処
を
意
と

す
る
説
あ
れ
ど
も
、
是
れ
然
ら
ず
」
と
い
う
事
実
と
明
ら
か
に
矛
盾
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
る
の

か
。
そ
れ
は
、
吉
田
公
平
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
風
潮
に

起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。

二　

誠
意
無
善
無
悪
論

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
山
田
方
谷
は
八
条
目
を
誠
意
（
修
己
）
と
治
国

平
天
下
（
治
人
）
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
た
が
、
国
・
天
下
を
治
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
間
観
・
実
践
倫
理
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
観
・
実
践
倫
理
を
構
築
す
る
前
に
、
答
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
人
性
論

―
人
間
の
本
質
を
如
何
に
理
解
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す
え
ら
れ
た
「
致
良
知
説
」
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
と

い
う
と
、
善
無
が
「
な
い
」、
あ
る
い
は
善
無
を
「
固
有
し
な
い
」
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
至
善
で
あ
る
と
し
、
誠
意
と
緊
密
な
関

係
を
持
つ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
方
谷
は
無
善
無
悪

説
を
、
大
き
な
「
弊
害
」
を
も
た
ら
す
性
善
説
に
代
替
す
る
も
の
と
把

握
し
た
上
で
評
価
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

つ
ま
り
、
方
谷
は
陽
明
学
へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
め
、
宋
学

の
基
本
的
立
場
で
あ
る
性
善
説
に
不
満
を
覚
え
性
善
説
の
立
場
に
た
つ

無
善
無
悪
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
さ
ら

に
誠
意
に
結
び
つ
け
、
す
な
わ
ち
本
質
的
に
は
そ
れ
が
誠
意
で
あ
る
と

し
、
独
自
の
人
性
論
た
る
「
誠
意
無
善
無
悪
論
」
を
提
示
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、彼
の
誠
意
無
善
無
悪
論
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

王
陽
明
の
そ
れ
と
一
致
す
る
の
か
。

故
に
物
に
は
固
と
悪
と
云
ふ
も
の
な
し
、
形
に
落
ち
て
後
始
め
て

善
悪
の
名
を
生
ず
る
、
形
に
落
ち
ざ
る
前
は
唯
大
虚
に
し
て
、
何

物
な
し
、
此
処
を
自
然
と
云
ふ
即
無
善
無
悪
の
謂
な
り
。
是
を
以

て
自
然
よ
り
来
れ
ば
善
と
云
ひ
、形
躯
上
よ
り
来
れ
ば
悪
と
云
ふ
。

唯
だ
其
悪
を
去
り
、
自
然
な
り
に
行
く
や
う
に
す
る
が
、『
大
学
』

工
夫
の
大
切
な
る
処
に
て
、
其
要
は
意
を
誠
に
す
る
よ
り
外
な
し（

（1
（

。

順
其
形
氣
之
自
然
。
是
善
也
。
悖
其
之
自
然（

（2
（

。

　

天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
人
間
の
性
を
誠
意
無
善
無
悪（
自
然
無
善
無
悪
）

と
規
定
し
、
善
悪
を
現
実
的
な
人
間
の
形
気
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
人
間
の
任
務
は
意
を
誠
に
し
て
「
悪
」
を
取
り
除
く
こ
と
を
通

乱
」
が
起
こ
っ
た
原
因
と
認
め
て
強
く
非
難
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

「
善
」
は
誠
意
か
ら
出
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
王
陽
明
の
無
善
無

悪
説
を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

王
子
生
於
輓
近
極
弊
之
時
。
深
察
流
弊
之
所
原
。
百
錬
千
磨
。
以

身
試
之
。
遂
發
明
良
知
之
學
。
欲
悟
一
世
學
者
。
以
除
千
古
弊
病
。

而
後
世
之
徒
。
又
失
其
本
旨
。
各
執
其
所
見
。
以
為
己
之
良
知
。

家
家
異
說
人
人
殊
行
。
爭
競
之
弊
。
又
將
有
甚
焉
者
。
於
是
乎
。

唱
出
古
今
未
有
一
句
。
而
不
顧
天
下
万
口
之
譏
。
欲
使
一
世
之
人

超
越
善
惡
之
域
。圻
意
念
未
發
之
源
。其
善
者
去
構
造
做
為
之
計
。

而
悉
出
於
自
然
之
誠
。
其
為
言
雖
出
於
不
得
已
之
舉
。
而
其
苦
心

之
深
。
亦
可
悲
已
。
今
讀
其
書
。
講
其
學
。
欲
用
力
於
實
地
。
必

先
知
其
苦
心
所
在
。
而
有
得
深
旨
於
言
外
。
則
足
以
蕩
拂
季
世
弊

習
。
而
回
復
古
代
大
道
矣（

（1
（

。
王
子
生
於
輓
近
極
弊
之
時
。
深
察
流

弊
之
所
原
。
百
錬
千
磨
。
以
身
試
之
。
遂
發
明
良
知
之
學
。
欲
悟

一
世
學
者
。
以
除
千
古
弊
病
。
而
後
世
之
徒
。
又
失
其
本
旨
。
各

執
其
所
見
。
以
為
己
之
良
知
。
家
家
異
說
人
人
殊
行
。
爭
競
之
弊
。

又
將
有
甚
焉
者
。
於
是
乎
。
唱
出
古
今
未
有
一
句
。
而
不
顧
天
下

万
口
之
譏
。欲
使
一
世
之
人
超
越
善
惡
之
域
。圻
意
念
未
發
之
源
。

其
善
者
去
構
造
做
為
之
計
。
而
悉
出
於
自
然
之
誠
。
其
為
言
雖
出

於
不
得
已
之
舉
。
而
其
苦
心
之
深
。
亦
可
悲
已
。
今
讀
其
書
。
講

其
學
。
欲
用
力
於
實
地
。
必
先
知
其
苦
心
所
在
。
而
有
得
深
旨
於

言
外
。
則
足
以
蕩
拂
季
世
弊
習
。
而
回
復
古
代
大
道
矣（

（1
（

。

　

性
善
説
の
立
場
を
と
る
、
晩
年
の
王
陽
明
の
思
想
に
お
け
る
無
善
無

悪
は
、
人
間
の
本
質
、
あ
る
い
は
、
心
の
本
来
の
姿
に
関
し
て
中
核
に
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摘
に
は
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。

　

要
す
る
に
、
国
・
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
間
観
・

実
践
倫
理
を
構
築
す
る
た
め
に
、
方
谷
は
陽
明
学
の
「
無
善
無
悪
」
説

を
受
容
し
た
上
で
、
人
間
の
性
を
誠
意
無
善
無
悪
（
自
然
無
善
無
悪
）

と
規
定
し
、善
悪
を
現
実
的
な
人
間
の
形
気
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
、

人
間
の
任
務
が
意
を
誠
に
し
「
悪
」
を
取
り
除
く
こ
と
を
通
し
て
人
性

の
本
来
態

―
誠
意
無
善
無
悪

―
に
戻
る
と
主
張
す
る
誠
意
無
善
無

悪
の
人
性
論
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

三　

誠
意
致
知
論

　

前
節
で
引
用
し
た
「
師
門
問
弁
録
」
に
、「
そ
の
弊
害
を
克
服
し
当

時
の
儒
学
者
に
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
た
め
に
、『
良
知
の
学
』
を
発
明

し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
『
本
旨
』
を
見
失
っ
て
『
後
世
』
の
儒
学

を
学
ぶ
『
学
者
』
は
自
分
の
心
を
『
良
知
』
と
し
『
異
説
』
に
立
て
互

い
に
争
う
こ
と
に
な
っ
て
、
弊
害
は
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い
た
」
と
あ

り
、「
良
知
の
学
」、
す
な
わ
ち
致
良
知
説
を
唱
え
る
こ
と
は
、
性
善
説

の
も
た
ら
す
「
弊
害
」
を
克
服
し
た
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
よ
り
深
刻
に

さ
せ
た
結
果
と
な
っ
た
と
い
う
。
春
日
潜
庵
に
宛
て
た
書
簡
に
、
そ
れ

が
う
か
が
わ
れ
る
。

世
之
唱
王
学
者
。
務
虚
説
。
而
遺
実
功
。
其
見
王
之
言
屡
於
良
知

也
。
哄
然
雷
同
。
一
曰
致
良
知
。
二
曰
致
良
知
。
良
知
之
説
勝
。

而
格
物
之
功
廃
矣
。
夫
良
知
之
説
也
簡
高
。
格
物
之
功
也
切
実
。

簡
高
者
恍
洋
茫
蕩
。
易
於
遁
避
。
切
実
者
稹
密
厳
固
。
難
於
持
守
。

し
て
人
性
の
本
来
態

―
誠
意
無
善
無
悪

―
に
戻
る
と
主
張
し
て
い

る
。
そ
れ
が
方
谷
の
「
誠
意
無
善
無
悪
論
」
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
を
通

し
て
、
彼
が
、
王
陽
明
の
唱
え
た
無
善
無
悪
説
と
、
劉
宗
周
か
ら
受
け

入
れ
た
誠
意
の
思
想
を
関
連
さ
せ
て
、
そ
の
人
性
論

―
誠
意
無
善
無

悪
論

―
を
理
論
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
王
陽
明
の
思
想
に
お

け
る
、
心
の
本
来
の
姿
を
形
容
す
る
「
無
善
無
悪
」
を
、
意
の
本
質
を

指
す
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
こ
に
は
両
者
の
間
に
お
け
る
根
本
的

差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
考
え
方
は
、
当
時
の
風

潮
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
王
陽
明
が
死
去
し
た
後
、
彼
の
「
無
善
無
悪
」
の
説
を

め
ぐ
っ
て
何
が
「
無
善
無
悪
」
で
あ
る
か
が
焦
点
と
な
っ
た
論
争
、
い

わ
ゆ
る
無
善
無
悪
論
争
が
彼
の
弟
子
の
間
に
起
き
た
。
そ
の
結
果
、
陽

明
学
は
、「
四
無
説
」

―
心
、
意
、
知
、
物
す
べ
て
が
無
善
無
悪
で

あ
る

―
を
主
張
す
る
王
龍
渓
を
は
じ
め
と
す
る
王
学
左
派
と
、「
一

無
三
有
説
」

―
心
が
無
善
無
悪
で
あ
り
意
、
知
、
物
が
有
善
有
悪
で

あ
る

―
を
説
く
銭
緒
山
を
代
表
と
す
る
王
学
右
派
と
に
分
か
れ
る
に

至
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
王
学
右
派
よ
り
、
時
代
に
合
う
王
学
左
派
の

方
が
明
末
思
想
界
の
主
流
と
な
っ
て
、
中
江
藤
樹
や
熊
沢
藩
山
な
ど
の

日
本
の
陽
明
学
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
然
る

に
方
谷
の
場
合
は
、
前
の
分
析
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、「
性
念
」
と

し
て
の
「
意
」
が
無
善
無
悪
で
あ
り
な
が
ら
（
こ
れ
が
王
学
左
派
の
「
四

無
説
」
に
近
づ
く
）、知
覚
運
動
す
る
「
意
念
」
が
有
善
有
悪
で
あ
る
（
こ

れ
が
王
学
右
派
の
「
四
有
説
」
に
似
る
）
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
す
れ
ば
、
方
谷
が
陽
明
学
左
派
に
含
ま
れ
て
い
る
と
林
田
明
大
の
指
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形
に
従
ふ
て
存
せ
り
。
故
に
鳥
は
飛
び
、
獣
は
走
り
、
山
は
峙
へ
る
如

く
、
人
に
も
自
然
の
理
あ
り
て
、
苟
も
理
に
当
た
ら
ぬ
こ
と
あ
れ
ば
、

良
知
が
必
ず
心
に
不
快
を
感
ず
べ
し
。
故
に
良
知
の
知
れ
る
通
り
に
事

を
仕
遂
ぐ
る
を
、
良
知
を
致
す
と
云
ふ
。
す
な
わ
ち
致
知
な
り
。
致
と

は
格
物
に
外
な
ら
ず
し
て
、
仕
事
を
仕
遂
ぐ
る
謂
な
り（

（2
（

」
と
言
っ
て
、

知
と
は
「
形
」
に
応
じ
て
具
有
す
る
「
良
知
良
心
」

―
性
念
、
誠
意

―
で
あ
り
、
致
知
と
は
「
良
知
良
心
」

―
性
念
、
誠
意

―
の
知

れ
る
通
り
に
行
い
、
す
な
わ
ち
良
知
を
致
す
（
致
良
知
）
こ
と
で
あ
る

と
す
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
王
陽
明
は
、『
大
学
』
に
お
け
る
「
致
知
」

と
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
良
知
」
と
を
結
び
つ
け
て
「
致
良
知
」
説
を

打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
良
知
を
致
す
と
云
ふ
。

す
な
わ
ち
致
知
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
方
谷
は
、
王
陽
明
と
逆
の
方

向
を
と
り
、
良
知
良
心
を
知
と
、
致
良
知
を
致
知
と
反
措
定
し
、
王
陽

明
の
思
想
に
お
け
る
「
致
良
知
」
の
本
質
を
『
大
学
』
に
お
け
る
致
知

と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
王
陽
明
と
同
様
に
、
致
良
知
と

い
う
語
を
使
っ
て
も
、方
谷
に
お
け
る
そ
れ
の
意
味
す
る
の
は
「
致
知
」

の
こ
と
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

第
二
は
、致
良
知
（
致
知
）
を
誠
意
の
中
に
含
ま
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

王
氏
之
学
。
以
誠
意
為
主
。
致
良
知
即
誠
意
中
之
事
耳
。
然
必
以

格
物
配
之
矣
。
蓋
非
致
良
知
。
無
以
観
誠
意
之
本
体
。
非
格
物
。

無
以
成
誠
意
之
功
夫
。
二
者
並
進
。
而
後
意
誠
矣（

（2
（

。

　

右
に
見
え
る
よ
う
に
、
王
陽
明
の
思
想
に
お
け
る
思
惟
構
造
の
中
枢

に
あ
る
の
は
「
致
良
知
」（
致
知
）
で
は
な
く
て
、「
致
良
知
」（
致
知
）

の
こ
と
を
含
ん
だ
、
本
体
と
し
て
の
「
誠
意
」
で
あ
る
と
方
谷
は
認
識

避
難
就
易
。
人
之
常
情
。（
中
略
）
王
学
者
忽
切
実
而
務
簡
高
所

以
入
於
佛（

（2
（

。

　

周
知
の
と
お
り
、
思
想
の
遍
歴
の
果
て
に
王
陽
明
の
思
想
が
心
学
発

展
の
方
向
で
完
成
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
た
こ
と
は
、
彼

の
唱
え
た「
致
良
知
説
」の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
致

良
知
以
外
に
は
学
問
が
な
い
。
孔
孟
が
世
を
去
っ
た
後
、
こ
の
学
は
数

千
年
伝
え
ら
れ
な
い
。
神
様
の
お
陰
で
、
こ
の
学
は
偶
に
は
再
び
世
に

再
現
す
る
。
そ
れ
以
上
素
晴
ら
し
い
も
の
が
な
い（

（2
（

」
ま
た
は
「
我
が
一

生
の
修
め
る
学
問
は
致
良
知
他
な
ら
ぬ（

（2
（

」
と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
し

か
し
、
方
谷
か
ら
す
れ
ば
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
当
代
の
中
国
国
内

だ
け
で
な
く
、
ま
た
は
日
本
・
朝
鮮
に
も
広
く
伝
え
ら
れ
た
「
致
良
知

説
」
の
流
布
に
よ
っ
て
、
切
実
な
工
夫
が
行
わ
れ
た
（
例
え
ば
着
実
に

古
典
を
読
む
）「
格
物
」
よ
り
、
何
も
し
な
い
で
口
だ
け
声
高
に
「
致

良
知
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ん
だ
方
が
重
ん
じ
ら
れ
る
と
い
う
傾

向
が
、
王
門
の
後
学
の
間
に
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
儒
学

者
の
具
体
的
な
修
養
過
程
に
即
し
て
い
え
ば
、「
忽
切
実
而
務
高
簡
所

以
入
於
仏
」、
す
な
わ
ち
「
格
物
」
を
行
わ
ず
、
た
だ
空
言
を
追
っ
て

つ
い
に
仏
に
近
づ
き
陥
る
こ
と
と
、「
失
稽
古
之
功
、
悍
然
恣
肆
無
忌

禅
之
行
」、
す
な
わ
ち
自
分
の
心
だ
け
を
師
と
し
て
、
古
典
か
ら
学
ぶ

こ
と
を
怠
り
、
憚
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
ほ
し
い
ま
ま
に
振
舞
が
荒
々
し

く
な
る
こ
と（

（2
（

が
見
ら
れ
た
、
と
す
る
。
そ
の
偏
向
に
対
し
て
、
方
谷
は

以
下
の
二
点
か
ら
修
正
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
「
致
良
知
」
そ
の
も
の
に
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、「
此
知
（
致
良
知
の
知
）
は
上
に
云
え
る
良
知
良
心
に
し
て
、
各
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連
が
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
第
一
に
、
良
知
の
知

れ
る
通
り
に
行
う
「
致
知
」、
す
な
わ
ち
動
詞
と
し
て
の
「
致
知
」
の

場
合
で
は
、致
知
が
誠
意
（
本
原=

性
念
）
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
り
、

誠
意
（
本
原=

性
念
）
が
致
知
の
目
標
で
あ
る
。
第
二
に
、
良
知
を

致
し
極
ま
る
、す
な
わ
ち
名
詞
と
し
て
の
致
知
の
場
合
で
は
、致
知
（
良

知
良
心
＝
性
念
）
は
誠
意
（
意
を
誠
実
す
る
）
の
目
標
で
あ
り
、
誠
意

（
意
を
誠
実
す
る
）
は
致
知
（
良
知
良
心
＝
性
念
）
に
至
る
た
め
の
手

を
下
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、「
致
良
知
」
説
の
流
布
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
弊
害

を
克
服
す
る
た
め
に
、方
谷
は
劉
宗
周
の
「
誠
意
」
説
と
王
陽
明
の
「
致

良
知
」
説
を
受
容
し
た
り
止
揚
し
た
り
し
、
良
知
良
心
を
知
と
、
致
良

知
を
致
知
と
措
定
し
、「
致
知
」
を
「
誠
意
」（
性
念
）
の
中
に
内
含
さ

せ
、
さ
ら
に
「
致
良
知
」
で
は
な
く
、「
誠
意
」
を
中
核
と
す
る
「
誠

意
致
知
論
」
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

四　

誠
意
格
物
論

　

前
項
に
お
い
て
「
非
格
物
。
無
以
成
誠
意
之
功
夫
」
に
見
ら
れ
た
よ

う
に
、格
物
（
実
践
）
は
誠
意
に
と
っ
て
、不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
「
格
物
」
と
は
『
大
学
』
に
お
け
る
八
条
目
の
先
鋒
を
占
め
る
徳
目

で
あ
る
。
朱
子
は
そ
れ
を
「
物
（
外
的
な
事
象
）
に
格
（
い
た
）
る
」

と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
解
釈
に
不
満
を
覚
え
た
王
陽
明
は
「
格
」

を
「
不
正
を
正
し
正
に
帰
す
」、「
物
」
を
「
意
の
在
る
と
こ
ろ
」
と
解

し
た
。
よ
っ
て
、
朱
子
の
格
物
論
に
お
け
る
「
一
事
一
物
の
理
を
十
分

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
手
段
と
し
て
の
「
致
良
知
」（
致
知
）
は
そ
の

中
核
と
し
て
の
「
誠
意
」
に
努
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、

口
だ
け
で
致
良
知
を
唱
え
て
は
な
ら
ず
、「
致
良
知
」
を
「
格
物
」
と

結
び
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
「
誠
意
」
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
方
谷
は
考
え
て
い
る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、方
谷
が
「
致
良
知
」
と
「
誠
意
」

と
の
関
連
に
対
す
る
再
解
釈
を
通
じ
て
導
き
出
そ
う
と
す
る
こ
と
は
次

の
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
修
身
な
ど
を
含
め

る
八
条
目
の
中
で
、
王
陽
明
の
思
想
の
枠
組
み
の
中
心
に
据
え
る
「
致

良
知
」
を
「
誠
意
」
を
実
現
す
る
手
段
的
地
位
に
格
下
げ
し
て
、
そ
の

代
わ
り
に
「
誠
意
」
を
中
核
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
。
第
二
は
、

第
一
の
上
で
、「
誠
意
」
を
実
現
す
る
に
不
可
欠
な
「
格
物
」
の
役
割

を
強
調
し
て
、「
致
良
知
」
の
盛
ん
に
よ
る
「
格
物
之
功
廃
」
の
弊
害

を
克
服
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
誠
意
と
致
知
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

良
知
の
知
れ
る
通
り
に
事
を
仕
遂
ぐ
る
を
、良
知
を
致
す
と
云
ふ
。

す
な
わ
ち
致
知
な
り（

（2
（

。

良
知
を
致
し
極
ま
る
致
知
は
、
意
念
を
誠
実
に
す
る
誠
意
の
本
原

に
て
（
後
略（

（2
（

）。

　

周
知
の
よ
う
に
、王
陽
明
の
「
致
良
知
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

第
一
に
、
良
知
に
致
す
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
良
知
を
致
す
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
方
谷
の
「
致
知
」
に
お
け
る
二
つ
の
意
味

も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
「
致
知
」
の
意
味
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
誠
意
の
関
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し
て
い
く
」
と
概
念
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、「
知
覚
」（
＝
意
識
）
が
気

付
く
も
の
は
全
部
「
物
」
で
、
人
の
「
知
覚
運
動
」
が
、
自
然
な
り
に

に
感
応
で
き
な
い
場
合
、「
ね
じ
れ
た
も
の
」
と
「
碍
り
も
の
」
を
取

り
除
き
、
そ
れ
を
自
然
に
感
応
さ
せ
る
の
は
「
格
」
で
あ
る
と
、
方
谷

は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

方
谷
の
こ
の
解
釈
が
示
す
よ
う
に
、「
格
」
を
「
不
正
を
正
し
正
に

帰
す
」、「
物
」
を
「
意
の
在
る
と
こ
ろ
」
と
解
す
る
、
王
陽
明
の
格
物

へ
の
理
解
の
影
響
を
受
け
て
、
王
陽
明
と
同
様
に
方
谷
は
「
物
」
を
観

念
的
に
と
ら
え
て
「
自
得
」
の
学
問
を
求
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
次

の
一
節
が
注
目
さ
れ
る
。

古
之
賢
者
。
内
有
實
得
而
後
立
一
家
之
言
。
如
周
之
主
静
。
程
之

持
敬
。
陸
之
尊
徳
性
。
朱
之
道
問
学
。
以
至
王
之
致
良
知
。
其
言

各
殊
。
而
其
有
得
於
道
則
一
矣
。
所
謂
殊
途
而
同
帰
者
也
。
故
後

之
観
其
言
者
。
又
内
有
所
得
焉
。
則
主
静
可
也
。
持
敬
可
也
。
尊

徳
性
可
也
。
道
問
学
可
也
。
致
良
知
固
可
也（

（3
（

。

　

聖
賢
の
作
っ
た
礼
楽
制
度
に
こ
そ
道
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
外
在
的

礼
楽
制
度
を
述
べ
る
古
籍
を
勉
強
す
る
の
は
学
者
が
す
べ
き
も
の
で
あ

る
、
と
徂
徠
学
派
と
及
び
そ
の
系
統
に
属
す
る
折
衷
学
の
氾
濫
を
克
服

す
る
た
め
に
、
幕
末
期
の
儒
学
世
界
に
お
け
る
、
内
在
的
道
徳
修
養
に

重
点
を
置
く
「
自
得
之
学
」
を
求
め
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
、「
陽
朱
陰
王
」
と
称
さ
れ
、
方
谷
の
師
で
あ
る
佐
藤
一
斎

は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
方
谷
は
、
佐
藤
一
斎
の
私
塾
を
出
て
藩
に
帰
ろ

う
と
す
る
時
、
師
か
ら
受
け
入
れ
た
「
尽
己
」
と
い
う
語
が
示
す
よ
う

に
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
「
自
得
之
学
」
を
修
学
の
目
標
と
し
た
。

に
窮
め
知
る
」
と
い
う
認
識
機
能
が
王
陽
明
に
よ
っ
て
拭
い
取
ら
れ
、

加
え
て
古
人
や
古
典
か
ら
研
鑽
を
積
む
こ
と
も
彼
に
よ
っ
て
徹
底
的
に

否
定
さ
れ
た
。
王
陽
明
の
こ
の
解
釈
が
、朱
子
の
「
物
（
外
的
な
事
象
）

に
格
（
い
た
）
る
」
が
も
た
ら
し
た
「
支
離
」
を
打
ち
破
っ
た
と
言
わ

れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
朱
子
学
者
と
し
て
出
発
し
つ
い
に
陽
明
学
に
転
向
し
た

山
田
方
谷
が
、
こ
の
朱
子
と
王
陽
明
が
提
示
し
た
「
格
物
」
の
理
解
を

如
何
に
把
握
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
材
料
と
し
独
自
の
格
物
観
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
た
の
か
。
ま
た
、
格
物
（
実
践
）
と
誠
意
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
関
係
づ
け
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
命
題
を
め
ぐ
っ
て
論
述
が
展

開
さ
れ
て
い
る
の
が
誠
意
格
物
論
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
格
物
に
つ
い
て
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

意
と
云
ふ
も
の
は
、
常
に
感
応
し
て
止
む
こ
と
な
く
、
恰
も
鏡
に

物
の
映
ず
る
如
き
も
の
な
り
。
又
物
と
は
其
意
が
感
応
し
て
来
る

も
の
は
皆
物
に
て
、
天
下
を
治
め
る
人
な
ら
ば
自
然
我
心
に
天
下

が
感
じ
て
来
る
べ
し
、
天
下
は
即
物
な
り
。
一
国
一
家
一
身
上
に

て
も
皆
同
じ
こ
と
な
り
。
又
格
と
は
、
自
然
な
り
に
行
か
ざ
る
を

自
然
な
り
に
し
て
行
く
を
云
ふ
。
す
な
わ
ち
ね
じ
れ
た
ま
た
は
碍

り
も
の
を
と
り
の
け
て
行
く
が
仕
事
な
り
、
そ
こ
に
病
が
生
ず
れ

ば
感
応
す
る
能
ず
。
凡
そ
為
す
業
が
皆
ね
じ
れ
て
く
る
。
其
れ
を

直
し
さ
え
す
れ
ば
、
順
当
に
感
応
す
る
に
至
る
、
す
な
わ
ち
直
に

誠
意
な
り（

（2
（

。

　

右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
方
谷
は
「
物
と
は
其
意
が
感
応
し
て
来
る

も
の
は
皆
物
に
て
」、「
格
と
は
自
然
な
り
に
行
か
ざ
る
を
自
然
な
り
に
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こ
と
に
起
因
す
る
、
と
い
う
の
は
頭
の
中
に
容
易
に
浮
か
び
上
が
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
十
分
で
は
な
か
ろ
う
。
事
実
、

松
陰
の
塾
を
訪
れ
た
客
の
「
何
の
た
め
に
学
問
を
す
る
の
か
」
と
の
質

問
に
対
し
て
、
九
歳
の
方
谷
が
「
治
国
平
天
下
」
と
答
え
た
こ
と
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
西
学
」
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
よ
う
。「
西
学
」
は
何
か
と
い
う
と
、
頼
春
水
な
ど
の
西
日
本
出
身

の
儒
学
者
を
代
表
と
す
る
、
躬
行
実
践
を
宗
と
、
文
芸
を
以
て
第
二
と

し
「
致
知
力
行
」
を
強
調
し
た
学
問
で
あ
る
。
そ
の
西
学
者
と
親
交
が

あ
る
丸
川
松
陰
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
方
谷
は
実
践
に
役
立

つ
学
問
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
、
と
い
う
認
識
が
真
実
に
迫

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

つ
ま
り
、方
谷
の
「
格
物
」
解
は
学
問
の
「
外
的
」（
実
践
的
）
と
「
内

的
」（
自
得
的
）
の
両
面
を
見
事
に
組
み
込
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
上
で
、
以
下
の
三
つ
の
点
か
ら
「
誠
意
格
物
論
」
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。

　

ま
ず
、
格
物
は
誠
意
の
工
夫
で
あ
る
と
。
彼
は
「（
格
物
）
は
誠
意

よ
り
出
づ
る
仕
事
に
て
、手
を
下
し
て
す
る
か
々
り
を
云
ふ（

（3
（

」
と
い
い
、

「
格
物
の
出
来
ぬ
は
、
誠
意
に
立
ち
返
る
こ
と
の
届
か（

（3
（

」
ぬ
こ
と
で
あ

る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
「
誠
意
は
本
に
て
、格
物
は
仕
事
な
り（

（3
（

」、「
物

格
正
す
れ
ば
本
体
の
知
直
に
致
し
、
其
知
致
せ
ば
意
が
直
に
誠
に
な
り

て（
（3
（

」、「
夫
れ
誠
意
の
功
は
格
物
に
在
る
に
拘
わ
ら
ず
、
格
物
を
仕
事
と

せ
ず
し
て
唯
意
ば
か
り
を
誠
に
せ
ん
と
す
る
は
、真
の
誠
意
に
あ
ら
ず
、

唯
誠
ら
し
く
見
ゆ
る
ま
で
に
て
、
感
応
も
何
も
角
も
邪
に
な
る
故
に
、

之
を
虚
と
は
云
ふ
な
り（

（3
（

」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
「
形
」

　

し
か
し
、
王
陽
明
に
否
定
さ
れ
た
、
古
人
や
古
典
か
ら
学
問
を
着
実

に
研
究
す
る
こ
と
を
方
谷
が
重
要
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
両
者
の
相

違
点
が
認
め
ら
れ
る
。た
と
え
ば
、「
道
学
之
以
誠
為
要
。其
亦
如
此
也
。

夫
誦
詩
読
書
。
講
文
討
芸
。
切
磋
琢
磨
。
皆
所
以
習
之
於
未
臨
時
之
前
。

而
事
既
至
矣
。
所
当
盡
心
者
。
誠 

而
已
矣
。
誠
者
所
以
存
良
心
而
去

悪
念
也
。
苟
誠
之
不
立
。
所
謂
誦
読
講
討
之
習
。
亦
適
足
以
起
慢
長
姦

矣
。
則
不
如
弗 

習
之
為
勝
也（
（3
（

」
と
い
い
き
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
明

ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
「
誦
読
講
討
」
で
も
、
欲
望
（
私
欲
）
を
な
く
し
て

「
理
（
天
理
）」
を
回
復
す
る
と
い
う
朱
子
の
指
向
と
、
実
践
に
役
立
つ

学
問
を
修
め
て
「
意
識
」
を
自
然
に
感
応
さ
せ
る
と
い
う
方
谷
の
狙
い

の
間
に
は
、
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。

自
入
師
門
。
事
務
簡
約
。
除
浩
博
不
急
之
事
。
専
力
於
経
義
。
常

欲
切
於
実
用
。
日
夜
孳
々
。
涵
泳
四
子
之
源
。
優
遊
六
経
之
圃
。

庶
幾
暗
昧
者
高
明
。
柔
惰
者
剛
毅
。
立
人
事
紛
擾
之
間
。
処
置
各

得
其
宜
。
卓
然
有
所
執
守
。
而
後
乃
可
以
嚮
道
矣（

（3
（

。

　

朱
子
学
が
説
く
「
性
命
道
徳
理
気
陰
陽
」
が
奥
深
い
が
、
実
践
に
役

立
た
ず
道
を
修
め
る
の
に
と
っ
て
障
碍
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
格

物
」を
通
し
て
実
践
に
役
立
つ
学
問
を
治
め
る
べ
き
で
あ
る
、と
い
う
。

五
歳
に
丸
川
松
陰
の
塾
に
入
っ
て
か
ら
江
戸
遊
学
（
二
十
九
歳
）
ま
で

朱
子
学
を
修
め
続
け
た
方
谷
が
、
先
に
ふ
れ
た
、
朱
子
学
の
道
徳
修
養

を
重
要
視
す
る
立
場
を
放
棄
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
朱
子
学
よ
り
陽
明
学

の
ほ
う
が
実
践
が
重
視
す
る
と
い
う
通
念
を
持
っ
て
い
た
わ
れ
わ
れ
の

目
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
、
方
谷
が
朱
子
学
か
ら
陽
明
学
に
転
向
し
た
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力
を
入
る
べ
き
筈
な
る
に
、
其
大
本
を
其
儘
に
し
て
、
唯
外
よ
り

感
じ
来
る
所
の
物
に
向
い
て
其
理
を
究
め
る
は
、
之
を
支
と
謂
と

云
ふ
な
り
。
支
と
は
枝
葉
の
義
に
て
、
誠
意
の
自
然
な
り
に
発
せ

ず
し
て
、
向
ふ
の
物
ば
か
り
究
め
、
枝
の
末
ば
か
り
に
目
が
付
き

て
、
治
国
平
天
下
の
大
事
を
も
、
唯
の
さ
き
ば
か
り
調
べ
る
や
う

に
な
り
て
、
其
の
源
の
一
な
る
を
知
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
な
り（

（4
（

。

　

前
述
の
よ
う
に
「
格
物
」
を
行
わ
な
い
と
、「
誠
意
」
に
立
ち
返
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
方
谷
は
主
張
す
る
一
方
で
、「
格
物
の
み
す
れ
ば
、

却
て
私
（
欲
）
と
な
る
べ
し
」
と
の
考
え
も
表
出
し
た
。
す
な
わ
ち
必

ず
誠
意
の
も
と
で
「
格
物
」
を
行
わ
れ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
逆

に
言
え
ば
、「
誠
意
の
処
へ
立
ち
返
り
さ
え
す
れ
ば
、
格
物
は
自
ら
で

き
る
な
り
」、す
な
わ
ち
「
誠
意
」
を
「
格
物
」
の
「
主
脳
」
と
す
れ
ば
、

「
格
物
」
が
自
然
に
遂
げ
る
。
よ
っ
て
、
誠
意
は
格
物
の
主
脳
で
あ
る

と
方
谷
は
認
識
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

要
す
る
に
、「
自
得
之
学
」
と
「
西
学
」
の
影
響
を
受
け
て
、
朱
王

の
格
物
説
を
受
容
し
た
り
止
揚
し
た
り
し
、「
格
物
は
誠
意
の
工
夫
で

あ
る
」
と
「
格
物
は
誠
意
の
実
で
あ
る
」
と
「
誠
意
は
格
物
の
主
脳
で

あ
る
」
と
三
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
誠
意
格
物
論
を
方
谷
は
提
唱

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

誠
意
治
平
論

　

当
時
の
社
会
情
勢
は
外
圧
の
危
機
に
よ
っ
て
、
幕
藩
体
制
が
激
し
く

動
揺
し
て
い
た
。
備
中
松
山
藩
も
財
政
窮
乏
と
武
士
腐
敗
な
ど
の
社
会

が
造
ら
れ
た
後
、
人
間
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
「
形
」
の
「
私
欲
」
に

陥
り
や
す
い
。
そ
の
時
、
人
間
に
は
必
ず
「
病
」
と
「
障
碍
」
が
生
じ

る
。
つ
い
人
間
の
「
知
覚
」
が
自
然
に
「
感
応
」
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、「
病
」
と
「
障
碍
」
を
取
り
除
い
て
「
知
覚
運
動
」

を
自
然
に
感
応
さ
せ
て
「
誠
意
」
が
実
現
で
き
る
。
つ
ま
り
、
格
物
は

誠
意
の
工
夫
で
あ
る
。「
格
物
」
を
行
わ
な
い
と
、「
誠
意
」
に
立
ち
返

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
格
物
は
誠
意
の
実
で
あ
る
と
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。故

に
良
知
の
知
れ
る
通
り
に
事
を
仕
遂
げ
る
を
、
良
知
を
致
す
と

云
ふ
。
す
な
わ
ち
致
知
な
り
。
致
と
は
格
物
に
外
な
ら
ず
し
て
、

仕
事
を
仕
遂
ぐ
る
を
謂
な
り
。（
中
略
）
且
つ
格
物
は
致
知
よ
り

出
づ
る
も
の
に
て
（
後
略（

（3
（

）。

　

彼
は
、「
格
物
」
と
「
致
良
知
」
と
が
揃
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
、「
誠

意
」
が
実
現
で
き
る
と
主
張
す
る
同
時
に
、「
良
知
を
致
す
云
ふ
。
す

な
わ
ち
致
知
な
り
。
致
と
は
格
物
に
外
な
ら
ず
し
て
」
と
も
言
っ
た
。

こ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
、「
誠
意
」
と
「
致
知
」
す
べ
て
が
「
格
物
」

に
帰
結
し
、格
物
は
誠
意
の
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、

「
物
格
正
す
れ
ば
本
体
の
知
直
に
致
し
、
其
知
致
せ
ば
意
が
直
に
誠
に

な
り
て
」、
す
な
わ
ち
「
格
物
」
が
着
実
に
行
わ
れ
れ
ば
、「
致
知
」
と

「
誠
意
」
と
は
自
然
に
実
現
で
き
る
と
彼
は
考
え
て
い
る
。

　

第
三
に
、
誠
意
は
格
物
の
主
脳
で
あ
る
と
言
う
。

誠
意
の
処
へ
立
ち
返
り
さ
え
す
れ
ば
、格
物
は
自
ら
で
き
る
な
り
。

（
中
略
）
又
致
知
格
物
は
誠
意
中
に
あ
る
も
の
な
り（

（3
（

。
此
誠
意
に
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れ
大
な
る
学
問
と
云
ふ
所
以
に
て
、
大
切
な
処
な
り
。
然
る
に
春

秋
戦
国
の
時
は
、
唯
何
事
も
権
謀
術
数
を
用
ひ
て
、
大
学
の
道
と

は
大
に
違
へ
り
。
故
に
此
大
学
は
王
道
を
述
べ
、
一
念
の
誠
意
よ

り
起
り
、
終
に
天
下
国
家
に
及
ぶ
訳
を
説
け
る
に
て
、
孟
子
の
王

道
と
同
じ（

（4
（

。
大
学
と
云
え
ば
、
天
地
万
物
一
体
と
な
る
や
う
に
な

る
学
問
な
れ
ど
も
、
其
肝
心
か
な
め
の
手
を
下
す
処
、
す
な
わ
ち

大
学
の
大
本
領
は
何
な
ら
ん
と
云
ふ
に
、
そ
れ
は
誠
意
而
已
矣
と

云
へ
る
な
り（

（4
（

。

　

右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
綱
領
で
は
な
く
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
、
八
条
目
の
末
に
置
か
れ
る
「
治
国
平
天
下
」
を
『
大
学
』
の
大
主

意
と
す
る
の
が
方
谷
の
考
え
方
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、『
大
学
』
の

原
義
に
そ
の
根
本
と
み
ら
れ
る
「
修
身
」
で
は
な
く
、
そ
れ
の
細
目
の

一
つ
で
あ
る
「
誠
意
」
を
根
本
と
措
定
し
、意
を
誠
に
さ
え
す
れ
ば
、「
身

を
修
め
る
（
修
身
）」、「
家
を
斉
え
る
（
斉
家
）」、「
国
を
治
め
る
（
治

国
）」、「
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
（
平
天
下
）」
こ
と
が
で
き
る
と
彼
は

唱
え
た
の
で
あ
る
。

物
に
大
小
あ
れ
ど
も
、一
人
の
誠
よ
り
出
づ
る
は
皆
同
一
な
れ
ば
、

家
国
の
別
は
な
き
も
の
な
り
。（
中
略
）
凡
そ
事
は
何
に
限
ら
ず

偽
り
飾
り
出
来
る
も
の
に
非
ず
、
唯
我
一
念
の
誠
意
を
以
て
推
す

の
み
。
意
は
一
念
の
動
く
処
な
り
。
是
れ
が
物
に
感
じ
て
心
と
な

る
。
其
心
の
感
ず
る
処
正
し
け
れ
ば
一
身
一
家
一
国
ど
こ
迄
も
能

く
治
る
べ
し（

（4
（

。

　

そ
の
上
で
、「
誠
意
」
と
「
治
国
平
天
下
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
方
谷
は
朱
王
の
思
想
を
素
材
に
構
築
さ
れ
た

前
述
の
四
つ
の
論
説
を
基
本
に
据
え
た
上
で
、
孔
孟
思
想
を
受
容
し
た

り
止
揚
し
な
が
ら
、「
誠
意
治
平
論
」
を
打
ち
出
し
た
。「
誠
意
治
平
論
」

と
は
「
一
念
の
誠
意
よ
り
起
こ
り
、
終
に
天
下
国
家
に
及
ぶ
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
誠
意
」
に
基
づ
き
「
財
用
を
取
り
扱
う
」

と
「
人
材
を
選
び
用
ふ
る
」
を
通
じ
て
「
治
国
平
天
下
」
に
達
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
主
に
二
つ
の
部
分
か

ら
な
っ
て
い
る
。　

　

第
一
の
部
分
は
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。『
大
学
』は
、「
根

本
」
が
「
誠
意
」
で
あ
り
、
主
眼
（
＝
大
主
意
）
が
「
治
国
平
天
下
」

で
あ
る
と
。
周
知
の
よ
う
に
、学
問
を
修
め
る
目
標
で
あ
る「
明
明
徳
」・

「
新
民
」・「
止
至
善
」
と
の
三
綱
領
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
修

養
の
工
夫
で
あ
る
「
格
物
」・「
致
知
」・「
誠
意
」・「
正
心
」・「
修
身
」・

「
斉
家
」・「
治
国
」・「
平
天
下
」
と
の
八
条
目
と
の
仕
組
み
を
説
く
の

が
大
学
の
眼
目
で
あ
る
。
八
条
目
の
中
心
に
据
え
る
「
修
身
」
は
『
大

学
』
の
根
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、「
内
聖
」
の

学
問
、
す
な
わ
ち
内
な
る
自
分
の
徳
を
高
め
人
格
を
陶
冶
・
確
立
す
る

た
め
の
「
修
己
」
の
学
問
で
あ
る
「
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
」
は

「
修
身
」
の
細
目
で
あ
り
、「
外
王
」
の
学
問
、
す
な
わ
ち
政
治
的
有
効

性
を
持
っ
て
外
な
る
他
人
を
治
め
よ
う
と
す
る
「
斉
家
・
治
国
・
平
天

下
」は「
修
身
」の
延
長
線
上
に
置
か
れ
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
方
谷
は
『
大
学
』
の
趣
旨
は
「
治
国
平
天
下
」
で
、

根
本
は
「
誠
意
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

全
体
大
学
の
大
主
意
は
、
治
国
平
天
下
の
大
業
を
説
く
な
り
。
是
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矩
の
道
が
大
切
に
て
、
こ
れ
が
又
財
用
を
取
り
扱
う
と
人
を
選
び

用
ふ
る
と
の
二
者
に
帰
す
。
凡
そ
古
今
の
事
、
此
二
者
よ
り
大
切

な
る
は
な
し
。
其
他
万
般
の
事
皆
此
中
に
あ
り
。
而
て
此
二
者
は

絜
矩
よ
り
来
る
、
是
れ
絜
矩
を
首
に
掲
ぐ
る
所
以
な
り
。
而
て
絜

矩
の
道
は
、
誠
意
正
心
よ
り
来
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず（

（4
（

。

　

国
家
を
治
め
る
時
に
、「
絜
矩
の
道
」
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
方
谷
は
考
え
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、「
己
の
欲
せ
ざ
る
所

は
人
に
施
す
勿
れ
」
と
い
う
孔
子
の
「
忠
恕
の
道
」
を
継
承
し
た
「
絜

矩
の
道
」
の
原
義
は
、「
己
を
推
し
て
人
々
心
服
を
及
ぼ
す
」
よ
う
な
、

統
治
者
が
備
う
べ
き
人
格
を
指
す
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
方

谷
は
、「
絜
矩
の
道
」
を
、「
古
今
の
万
般
の
事
」
に
お
い
て
、
こ
の
上

な
く
重
要
な
「
財
用
を
取
り
扱
う
と
人
材
を
選
び
用
ふ
る
」
に
構
成
さ

れ
る
と
解
釈
し
、「
誠
意
」
よ
り
出
る
も
の
を
見
て
「
誠
意
の
道
」
と

主
張
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
誠
意
に
基
づ
き
財
用
を
取
り
扱
う
こ
と
と

人
材
を
選
び
用
い
る
こ
と
と
の
考
え
方
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

「
治
国
平
天
下
」
の
「
大
業
」
を
遂
げ
る
た
め
に
、「
入
り
口
」
と
し
て

の
次
の
二
点
を
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
彼
は
強
く
認
識
し
て

い
る
。

　

第
一
に
、「
誠
意
に
基
づ
き
財
用
を
取
り
扱
う
こ
と
」
に
つ
い
て
、

こ
の
部
分
の
検
討
に
入
る
前
に
、
方
谷
の
「
財
」
と
そ
れ
の
効
用
の
理

解
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

財
と
は
金
銀
の
み
に
非
ず
、
民
生
日
用
の
食
物
衣
服
居
室
草
木
皆

財
な
り
。
上
に
立
つ
人
一
点
の
私
人
な
く
治
め
て
行
け
ば
、
財
物

の
生
じ
る
こ
と
、
孟
子
に
あ
る
「
材
木
不
可
勝
用
。
禽
獣
魚
亀
不

凡
そ
大
学
の
極
意
即
根
本
を
云
へ
ば
誠
意
な
り
。
末
の
広
が
り
た

る
処
を
言
へ
ば
平
天
下
な
り（

（4
（

。

此
大
学
は
、
治
国
平
天
下
を
大
主
意
と
し
、
誠
意
を
其
根
本
と
せ

る
も
の
な
れ
ば
、
誠
意
に
傾
き
て
治
国
平
天
下
を
疏
に
す
る
こ
と

あ
る
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
孟
子
の
仁
義
を
説
く
や
、
大
学
の
意

を
説
く
に
似
た
り
、
故
に
其
説
く
処
始
終
本
末
能
く
備
は
れ
り
。

此
始
終
本
末
を
失
へ
ば
、
乃
権
謀
術
数
に
陥
る
、
其
本
は
誠
意
に

し
て
、
孟
子
の
時
天
下
皆
末
の
み
に
走
れ
り
、
故
に
根
本
よ
り
説

き
起
せ
る
処
、
此
書
の
本
よ
り
末
の
大
な
る
処
に
及
べ
る
に
同
じ（

（4
（

。

　
「
誠
意
」
を
「
本
」、「
治
国
平
天
下
」
を
「
末
」
と
措
定
し
た
彼
は
「
本
」

を
重
ん
じ
、「
本
」と「
末
」を
取
り
違
え
て
は
い
け
な
い
と
主
張
す
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
も
し
本
末
転
倒
す
れ
ば
、「
権
謀
術
数
に
陥
る
」

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
「
誠
意
に
傾
き
治
国
平
天
下
を
疏
に

す
る
」
よ
う
な
、「
末
」
と
し
て
の
「
治
国
平
天
下
」
を
軽
視
す
る
こ

と
に
は
彼
は
反
対
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
孟
子
が
言
う
王
道
と
似

る
「
大
学
の
道
」
そ
の
も
の
は
「
一
念
の
誠
意
よ
り
起
き
り
、
終
に
天

下
国
家
に
及
ぶ
（
本
か
ら
末
に
至
る
）」
の
で
あ
る
と
彼
は
認
識
し
て

い
る
。
要
す
る
に
、
彼
の
「
誠
意
」
と
「
治
国
平
天
下
」
に
対
す
る
理

解
は
、「
誠
」
を
本
、「
治
国
平
天
下
」
を
大
、
本
末
を
同
一
視
と
し
取

り
違
え
て
は
い
け
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
部
分
は
、
誠
意
に
基
づ
き
財
用
を
取
り
扱
う
こ
と
と
人
材
を

選
び
用
い
る
こ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
誠
意
治
平
論
」
の
手

を
下
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
方
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
れ
ば
此
一
章
の
平
天
下
は
大
な
る
事
に
相
違
な
き
も
、
其
中
絜
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き
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
天
下
の
公
」
を
忘
れ
一
己
の
「
私

欲
」の
た
め
に
財
を
生
じ
る
の
は「
小
道
」で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
生

財
の
大
道
」
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

次
に
、「
財
」
の
分
配
に
つ
い
て
、「
上
は
上
の
経
済
あ
り
、
下
は
下

の
経
済
あ
り
、
相
互
に
侵
さ
ぬ
な
り
。（
中
略
）
上
を
富
ま
し
て
下
を

縮
め
ん
と
欲
せ
ば
、
天
下
争
乱
す
、（
中
略
）
一
分
に
て
も
目
を
か
け

ば
彼
を
侵
せ
る
な
り
。（
中
略
）天
下
は
公
平
な
ら
ぬ
処
よ
り
争
乱
起
る
、

誠
意
一
念
の
起
処
よ
り
出
づ
れ
ば
、家
国
天
下
皆
同
一
体
と
な
る
。（
中

略
）
是
を
推
し
出
せ
ば
左
右
前
後
皆
絜
矩
の
道
に
叶
ふ
、
是
す
な
わ
ち

大
学
の
大
道
に
当
る（

（4
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
上
は
上
の
経
済
あ
り
、
下
は
下
の
経
済
あ
り
」
で
あ
る
か
ら
、「
上
」

と
「
下
」
の
分
限
を
立
て
「
上
」
に
「
上
の
利
」
を
、「
下
」
に
「
下

の
利
」
を
求
め
さ
せ
、
互
い
に
侵
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に「
無
私
誠
意
」の「
心
」を
以
っ
て
公
平
に「
上
」

と
「
下
」
の
利
益
に
対
処
す
る
の
が
な
に
よ
り
も
緊
要
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
な
い
と
、
家
国
天
下
が
争
乱
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

方
谷
は
、
孔
子
が
唱
え
る
「
重
義
軽
利
以
義
為
利
」
と
孟
子
の
王
道

思
想
の
流
れ
を
汲
ん
で
そ
れ
を
素
材
に
し
て
、
道
徳
の
面
で
統
治
者
の

「
私
欲
」
を
抑
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
商
品
経
済
を
発
展
さ
せ
る
る
た
め

の
理
論
的
な
根
拠
を
求
め
よ
う
と
自
分
な
り
の
「
誠
意
理
財
」
思
想
を

構
築
し
た
の
は
、
こ
こ
で
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
二
に
、
誠
意
に
基
づ
き
人
材
を
選
び
用
い
る
こ
と
つ
い
て
、
検
討

し
て
み
よ
う
。

可
勝
食
。」
と
云
ふ
が
如
く
な
る
べ
し
。（
中
略
）
孟
子
に
「
使
民

養
生
喪
死
無
憾
」
と
あ
る
如
く
、
其
他
天
子
の
礼
楽
征
伐
万
般
の

政
事
皆
財
よ
り
出
づ
る
用
な
り（

（4
（

。

　

財
と
は
、「
金
銀
」
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
生
活
に
必
要
な
「
食
物

衣
服
居
室
」
が
皆
財
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
民
が
家
族
を
養
い
、
き

ち
ん
と
し
た
葬
式
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
は
財
と
し
て
の
「
材
木

禽
獣
魚
亀
」
の
効
用
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
の
「
租

税
入
用
」
よ
り
「
万
国
の
交
際
」
や
「
大
戦
争
」
な
ど
に
至
る
の
も
「
財

用
」
の
具
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
孟
子
の
「
仁
政
」
思
想
を
継
承
し
た

方
谷
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
一
己
の
「
私
欲
」
を
な
す
た
め
に
天
下
の
「
財
」
を
自

分
の
と
こ
ろ
に
集
め
る
こ
と
を
戒
め
て
「
仁
」
の
も
と
で
行
動
す
べ
き

こ
と
を
、
統
治
者
に
教
え
諭
そ
う
と
す
る
「
生
財
有
道
」
思
想
を
含
む

『
大
学
』
の
最
後
の
一
節
へ
の
再
解
釈
を
介
し
て
自
分
な
り
の
「
誠
意

理
財
」
思
想
を
方
谷
は
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
二
つ
の
興
味

深
い
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
財
」
を
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
彼

は
言
う
。

此
は
生
財
の
大
道
大
筋
な
り
。
世
に
此
大
筋
を
棄
て
て
区
々
小
さ

き
処
を
ほ
ぜ
く
る
も
の
あ
り
、是
れ
世
俗
の
利
を
計
る
も
の
な
り
。

天
下
の
財
を
生
出
す
る
に
、
唯
一
家
の
利
を
謀
る
や
う
な
こ
と
で

は
な
ら
ぬ
、
因
て
大
道
あ
り
と
呼
び
起
し
、
我
一
己
の
為
に
す
る

小
道
に
対
し
て
云
ふ
な
り（

（4
（

。

　
「
世
俗
の
利
」
を
計
ら
ず
誠
意
に
基
づ
き
天
下
の
た
め
に
財
を
生
じ

る
と
い
う
「
生
財
の
大
道
」、
あ
る
い
は
「
生
財
の
王
道
」
に
則
る
べ
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お
わ
り
に

　

以
上
か
ら
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
方
谷
は
意
識
を
自
然
に
感
応
す

る
の
が
す
な
わ
ち
「
誠
意
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
「
誠
意
致
知

論
」
は
、王
陽
明
の
「
誠
意
説
」
と
「
致
良
知
」
を
受
容
し
止
揚
し
て
、

手
段
と
し
て
の
「
致
良
知
」
が
そ
の
中
核
と
し
て
の
「
誠
意
」
に
努
め

な
が
ら
、「
格
物
」
と
結
び
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
王
陽
明
思

想
学
習
の
後
学
者
た
ち
が
「
致
良
知
」
に
偏
っ
て
「
格
物
」
を
重
視
し

な
か
っ
た
こ
と
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
「
誠
意
格
物
論
」
は
朱

王
の
「
格
物
論
」
を
受
容
し
て
お
り
、
格
物
が
誠
意
の
工
夫
で
、
誠
意

が
格
物
の
主
脳
で
あ
る
と
考
え
て
、「
学
者
」
に
実
践
に
役
立
つ
学
問

を
勉
強
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
「
誠
意
治
平
論
」
は
、
孔
孟
の
「
義

利
観
」を
受
容
し
た
も
の
で
、「
誠
意
本
位
」思
想
の
最
終
的
指
向
で
あ
っ

て
、「
至
誠
」
の
心
に
基
づ
い
て
天
下
の
た
め
に
財
を
生
じ
た
り
使
用

し
た
り
、
人
材
を
選
ん
だ
り
し
て
、
幕
藩
財
政
の
困
窮
と
武
士
階
級
の

汚
職
腐
敗
な
ど
の
難
問
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
方
谷
の
思
想
の
構
築
に
焦
点
を
当
て
て
、
中
国
か
ら
の
孔

孟
朱
王
思
想
と
の
関
わ
り
を
対
象
に
し
検
討
し
て
き
た
が
、
彼
の
思
想

は
、
当
時
の
彼
の
朱
子
学
の
師
で
あ
る
丸
川
松
陰
、
頼
春
水
、
西
山
拙

斎
、
菅
茶
山
等
の
「
実
学
者
」
を
代
表
と
す
る
「
西
学
者
」
あ
る
い
は

「
京
学
者
」
の
思
想
と
、「
自
得
」
と
「
体
認
」
を
重
視
し
方
谷
の
師
で

も
あ
っ
た
佐
藤
一
斎
等
の
思
想
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
今
後
の
研
究
課
題
に
し
た
い
。

絜
矩
と
は
我
と
人
其
間
偏
頗
な
く
、
私
な
く
、
上
下
左
右
前
後
皆

一
様
に
な
る
な
り
、
即
亦
誠
意
な
り
。
前
者
は
誠
意
よ
り
起
り
、

天
下
に
終
わ
る
。
後
者
は
他
人
の
為
せ
る
こ
と
は
皆
之
を
悪
み
、

上
下
左
右
前
後
皆
私
な
り
、
全
く
絜
矩
に
反
す（

（5
（

。

人
を
用
ふ
る
に
は
、
自
然
の
誠
か
ら
出
づ
る
と
、
一
箇
の
私
よ
り

出
づ
る
と
あ
り
。
絜
矩
あ
る
君
子
は
正
心
よ
り
出
で
て
、
能
く
賢

を
好
み
悪
を
退
け
、
小
人
は
私
心
に
本
づ
き
て
、
不
賢
を
好
み
、

賢
を
退
く（

（5
（

。

　
「
絜
矩
」
の
源
で
あ
る
「
誠
意
」
は
「
無
私
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
、他
人
が
持
っ
た
「
技
」（
＝
才
能
）
を
自
分
の
も
の
と
み
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
国
の
発
展
に
役
立
つ
、
優
れ
た
人
材
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
絜
矩
の
道
」
に
背
く
「
私
」
の
影
響
で
、

他
人
の
才
能
が
「
我
身
」
に
な
い
た
め
、
嫉
妬
の
念
を
抱
き
そ
の
人
を

遠
ざ
け
て
、
つ
い
人
材
登
用
の
道
を
閉
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、「
絜
矩
の
道
」
を
「
誠
意
の
道
」
と
み
る
方
谷
は
、
統
治
者

が
「
自
然
の
誠
」
を
以
っ
て
人
材
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
た
。

　

要
す
る
に
、
備
中
松
山
藩
が
抱
え
る
財
政
窮
乏
と
武
士
腐
敗
な
ど
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
朱
王
の
思
想
を
素
材
に
構
築
さ
れ
た

以
上
の
五
つ
の
論
説
を
基
本
に
据
え
た
上
で
、
孔
孟
思
想
を
受
容
し
た

り
止
揚
し
た
り
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
誠
意
に
基
づ
き
天
下
の
た
め
に

財
を
生
じ
た
り
使
用
し
た
り
人
材
を
選
ん
だ
り
す
る
と
い
う
誠
意
治
平

論
を
、
方
谷
は
提
唱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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比
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
開
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
朱

子
学
者
に
『
朱
子
心
学
録
』（
王
蓂
）、『
心
学
弁
』（
雲
川
弘
毅
）
と
い

う
編
者
が
あ
る
こ
と
が
証
言
す
る
よ
う
に
、
朱
子
学
も
ま
た
広
義
の
心

学
の
一
つ
で
あ
る
。

　
（
12
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
四
四
頁
。

　
（
13
）　

幕
末
期
に
注
目
さ
れ
、
春
日
潜
菴
・
池
田
草
菴
と
い
っ
た
思
想
家
に

影
響
を
与
え
、「
善
を
好
み
、
悪
を
悪
む
」
誠
意
を
工
夫
す
る
実
践
学

を
主
張
し
た
明
末
清
初
の
劉
宗
周
と
方
谷
の
間
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る

の
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
14
）　

当
時
、
告
子
の
無
善
無
悪
説
も
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
荀
子
の
性

悪
説
、
揚
雄
の
善
悪
混
在
説
な
ど
が
提
示
さ
れ
た
。

　
（
15
）　

吉
田
公
平
『
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、一
九
九
九
年
）

参
照
。

　
（
16
）　
『
全
集
』
八
三
七
頁
。

　
（
17
）　
『
全
集
』
第
二
冊
、「
師
門
問
辨
録
」、
八
三
七
頁
。

　
（
18
）　
『
全
集
』
第
二
冊
、「
師
門
問
辨
録
」、
八
三
七
頁
。

　
（
19
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
六
頁
。

　
（
20
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
七
九
○
頁
。

　
（
21
）　
『
全
集
』
一
八
五
頁
。

　
（
22
）　

王
守
仁
『
陽
明
全
書
』（
中
華
書
局
、
第
八
冊
、
一
四
二
頁
）。

　
（
23
）　

王
守
仁
『
陽
明
全
書
』（
中
華
書
局
、
第
一
六
冊
、
三
八
一
頁
）。

　
（
24
）　
『
全
集
』
一
八
五
頁
、
参
照
。

　
（
25
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
七
頁
。

　
（
26
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
復
春
日
潜
菴
書
」、
一
八
五
頁
。

　
（
27
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
七
頁
。

　
（
28
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
二
〇
頁
。

　
（
29
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
六
頁
。

　
（
30
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
答
友
人
某
書
」、
一
八
四
頁
。

註（
1
）　

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）、
老
中
松
平
定
信
が
大
学
頭
林
信
敦
に
対

し
て
、
幕
府
の
学
問
所
で
あ
る
昌
平
黌
に
お
い
て
朱
子
学
以
外
の
異
学

研
究
・
教
育
を
禁
じ
た
こ
と
で
あ
る
。「
異
学
」
と
は
古
学
派
、
折
衷

学
な
ど
で
あ
る
。

　
（
2
）　

丸
川
松
隠
（
一
七
五
七
―
一
八
三
一
）
は
備
中
新
見
藩
の
儒
学
者
で
、

「
躬
行
実
践
」を
宗
と
し
、文
芸
を
以
て
第
二
と
主
張
し
た
。「
致
知
力
行
」

を
強
調
し
た
西
山
拙
斎
や
頼
春
水
な
ど
の
「
西
学
」（
西
日
本
出
身
の

儒
学
者
の
学
問
）
と
親
交
が
あ
り
、
丸
川
が
山
田
方
谷
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
3
）　

方
谷
の
講
義
録
と
し
て
『
山
田
方
谷
全
集
』（
以
下
『
全
集
』
と
略

称
す
る
）に
は
次
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
古
本
大
学
講
義
』、『
孟

子
養
気
章
講
義
』、『
孟
子
養
気
章
或
門
図
解
』、『
中
庸
講
筵
録
』、『
師

門
問
弁
録
』（
陽
明
学
を
中
心
に
）
等
。

　
（
4
）　

三
島
復
『
哲
人
山
田
方
谷
』（
文
華
堂
、
一
九
一
〇
年
）。

　
（
5
）　

野
島
透
『
山
田
方
谷
に
学
ぶ
財
政
改
革　

―
上
杉
鷹
山
を
上
回
る
財

政
改
革
者
―
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

　
（
6
）　
「
王
之
学
。
以
誠
意
為
主
。
致
良
知
即
誠
意
中
之
事
耳
。
然
必
以
格

物
配
之
矣
。
蓋
非
致
良
知
。
無
以
観
誠
意
之
本
体
。
非
格
物
。
無
以
成

誠
意
之
功
夫
。
二
者
並
進
。
而
後
意
誠
矣
。」と『
復
春
日
潜
庵
書
』（「『
全

集
』、
一
八
五
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
7
）　

吉
田
公
平
『
日
本
近
世
の
心
学
思
想
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年

　
（
8
）　

註
七
吉
田
氏
著
書
。

　
（
9
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
五
頁
。

　
（
10
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
六
頁
。

　
（
11
）　

吉
田
公
平
『
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、一
九
九
九
年
）

参
照
。
心
（
現
存
在
）
の
不
条
理
性
、
不
安
定
性
を
配
慮
し
て
、
心
が

依
拠
す
べ
き
定
理
を
措
定
す
る
朱
子
学
を
理
学
、
現
存
在
と
し
て
の
心

が
即
自
的
に
自
力
能
力
を
も
つ
こ
と
を
力
説
す
る
陽
明
学
を
心
学
と
対
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（
31
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
耕
説
。
席
上
課
題
」、
二
六
七
頁
。

　
（
32
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
一
三
八
頁
。

　
（
33
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
六
頁
。

　
（
34
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
六
頁
。

　
（
35
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
七
頁
。

　
（
36
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
二
〇
頁
。

　
（
37
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
二
二
頁
。

　
（
38
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
七
頁
。

　
（
39
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
七
頁
。

　
（
40
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
二
一
頁
。

　
（
41
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
四
七
頁
。

　
（
42
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
一
五
頁
。

　
（
43
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
四
七
頁
。

　
（
44
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
五
二
頁
。

　
（
45
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
三
四
頁
。

　
（
46
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
五
二
頁
。

　
（
47
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
五
六
頁
。

　
（
48
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
六
三
頁
。

　
（
49
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
六
六
頁
。

　
（
50
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
六
〇
頁
。

　
（
51
）　
『
全
集
』
第
一
冊
、「
古
本
大
学
講
義
」、
六
六
三
頁
。

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）


